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シンポジウム「無限∞に広がるリケジョの末来」開催報告
日日寺モ2014413月 9日  (日)13:30～ 17i00

場所 iホテル日航姫路

参加人数 i163名             李 加者の内釈

日墓詞話演

観ハメルティスカ)ション
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|シ ンポジウム聴衆の感想 (アンケ トより振粋)

一般の議演ではおそらく聞

けないであろう 女性研究

者の本書BB分も簡けたよ

うに思います。働く女性と

して共感できる部分 参考

になる部分がとてもたくさ

んありました。

(保ほ者40代女性)

リケジョの先著方はみ

なさんかつこよかった

です。私もそれに続け

るようながつこいいリ

ケジョこなりたいです。

(高校生女子)

心に残る言葉 も多々あり

「私たちもどんどん社会に目

を向けていかなければならない

時期なんだなJと思いました。

(高校生女子)

将来をどんな風に考えて

いけば良いか等 あまり

聞くことのない話を聞く

ことができ ためになりま

した。計画を立てて人生

を考えていくことが大切

だと分かりました。

1高校生女子Ⅲ

リケジョの先茎方に研究

だけでなく 社会 人生に

ついて広くアドツYス をも

らうことができた。女tだ

からという理由で討めて

はいけないと思つたご

1高夜生女子|

さまざまな関心の

幅を広げて 自分に

あった やりたいこ

とを見つけていき

たいと思いました。

(中学生女子)

1章最 増:

||に大学碗■千1!アイ|■=長言座 兵■阜立★■女に打=古 =去 キ言F車卓■|う=

日FI千平成26年2月26日1水11000～ 1700

27日1木11000～ 1600

会場 !神戸信報科学キャントス624情|『処理室

26日

第1=「  女 性研究者■|リアアナブ研イど合

「女性大学院生が身に付tiておくべき

1ヽ究ンウンヽウ学につtて

讃 師 ! 応用情|「干サ学研究千+ 石 rB未 子 教授

参,日者 1 9名

26E 27E

募2部  研 究禁塩ア″ブ支宗ワークショ,ブ

「テキストマイエングソフトを装月した

テキストベースのデータ処理の技法の習得J

議 :市 :神戸市看護大■ 眠 部 章敏 教長

参加筈 : 1 1名

男女共同多画社会という

と 一見女性にだけ団膚し

たものでは?と思つたけれ

ども 里膚されるlB」でも責

任があり 気づかいが必要

だと実感し 改めて考えさ

せられました。

1高な生女子十

日FI千平成26年3月1l E(火1 1500～ 1700

場所 :や戸商科■ャンバス研究棟 I拘 5

第1部  幹 部致職員研修会

「なせ女性研究者支拒Iv 2要なのう|

名古屋市立大学の事'1ううJ

講 師 1 名古屋市立大■女性研究者支モ室長■長桶l‐

,9 員 3t ttr

参加者 1 29宅

享2言[  実 務者研修会

「名古E市 立大学におtする女性研究者支援の,り組み
―専にスタ,フと,て0怪諒■らJ

講 師 :名 古屋市立大■女性昴究者支積室キ手に助教

七車 ■子,

参カコ著 : 16名

短 レ
泣ゃ 淡 兵 庫 県 立 大 学

X

韓材 勢免ど
サンテレビ「 ―ラケ京研 Jに
本学女性教員が出演!!

本■て活モ中の女性敦員0■ ■内容や酎

究「Eと はしい 研究者と目右すす子学生ヽ

のアト, イ`ス メ,セーンをすンテレヒ「■ラリ
十けtiさt Jヽに 週日層2200～ 2225)内 ●
コ チ  「キテリリ デ インタウーマンJより

発信じていま, 3月 16日には者護■訂看毒

■科●李弁市た敦損か」=4月 20Fに は生
命理学研究科のF喜 示子た.・損ちi登場しま

す と月】峰ほ碍枝月●算3t三 に示■li誌

る女性教具がIFに出,ヨ予Eて す 七どと覧〈

tとい ||

[前回の放送]
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